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味を持っている。 平面美と立体美が結合する意味を含んでいる「合」の概念は 私の作 
業で「半立体」という形態で表われているので、彫刻（レリーフ）的な伝統意味として 
「反」の意味も含んでいる。 
























念が登場したと考えられる 1960 年代のアサンブラージュの状況とその特徴を述べ、20 
世紀美術におけるアサンブラージュの意義を論じていく。 
第２章は、アサンブラージュから見られるが今まであまり論議されなかった‘空間性’ 
について考えていきたい。私の観点から伝統的な絵画空間と彫刻空間を述べ、そこから 
考えられる私の作業の‘場’としての「反-立体空間」の概念を提示する。 
第３章では私の作業を主なテーマにする。作品を通じて考えられる反-立体作業に対
する意味と、その展開においてあげられる特徴的な部分を論じ、「アサンブラージュに 
おける空間性の考察」を私の観点で仕上げていきたい。 
私が論じている「反-立体空間」は、制作者として他人と区別される独創性を追及し 
た欲求の形態から出てきた表現方法に関する研究として意味をおきたい。
